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技術相談 

提供可能技術： 

・ナノ粒子合成 

・センサー 

・イオン液体の化学反応場としての利用 

 

 研究内容：  

 

ナノ粒子は、物質の大きさを nm (～10-9 m)程度にすると、発光する性質があります。その発光の色も同じ

物質でもその大きさによって、様々な色に発光します。ナノ粒子の研究は、このような特異な性質を利用して、

種々の分子に対するセンサー素子や発光材料、DDS(薬物輸送システム)などの薬剤など、様々な分野への利用

が期待されています。 

 

    ナノ粒子は、水溶液中に保護剤と言われる分子を添加して、常温でも簡単に合成することができます。 

例えば、カドニウムイオンと硫化物イオンをビーカーに添加して、pH によって電荷が変化する高分子電解質

を保護剤として添加すると、「溶液の pHを変えるだけ」で赤から青色まで変化するナノ粒子を合成できます。 

 

   また、近年特異な溶液構造を持つとされて注目されている「イオン液体」をナノ粒子反応場とすると、「イ

オン液体中に添加する水の量を変えるだけ」で、精密なサイズ制御ができることをもわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

蛍光光度計(日立 F-7000)  

可視紫外吸光光度計(日立 U-3900H)  

原子吸光装置（日立 Z-2310）  

イオンクロマトグラフィー(島津 LC-20AD)  

  

 

 

pH5   pH6   pH7  pH8   pH9 pH10 

粒子直径 (nm) 

4.3nm  3.7nm  3.3nm  2.9nm  2.5nm 2.3nm  
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S2-
 

CdS ナノ粒子合成 

 0.5 wt %         30 wt% 

含水量 

水溶液 

イオン液体 

水溶液あるいは特異な反応場として興味を持たれている
イオン液体などを反応場として、発光性のナノ粒子を合成
し、その物性や機構などの解明などを行っています。 

合成したナノ粒子は、金属イオンやアミノ酸などの分子に
対して選択的に蛍光物性が変化することをこれまでに見出
しており、センサー分子として機能することが分かってきて
います。 

pH を 1 ごとに、ナノ粒子の直
径を 4Å(水素原子 3個分)ずつ
変わるという、大変精密な分子
サイズ制御が簡便にできます。 

水を入れる
だけで、数
Åのナノ粒
子サイズを
制 御 で き
る。 


